
「MIRAI」訪日団のオンラインプログラム実施に伴い、

「オンラインホームビジット受入家庭」を募集します。

この機会にぜひ、ご家族で「国際交流」に触れてみませんか。

日程：
10/5（土） 17:30～20:00

募集家庭数：
4～5家庭
※原則として2名以上で1家庭の受入をお願いしております。
※事前の説明会への参加が可能な方にお願いをしております。

応募締め切り日：9月6日（金）

【お問い合わせ・申込み先】
一般財団法人日本国際協力センター
担当： 東北支所 吉田

TEL：022-223-2180／FAX：022-233-2061 E-mail：yoshida.miki@jice.org

「対日理解促進プログラム」とは？

「対日理解促進プログラム」とは、青少年交流を通じて、日本の強みや魅力を世界に向けて
発信し、各国において日本に対するイメージ向上や日本への持続的な関心の増進に寄与する目的で日
本政府が推進する事業です。今年度はアジア大洋州、北米、欧州、中南米各国・地域より約2,300名の
青年を招へいします。
「MIRAI」は、この対日理解促進交流プログラムの欧州地域を対象とした交流事業です。

実施言語：
英語

実施方法：
オンライン（Zoom ミーティング）

ホームステイ、ホームビジットお受け
入れ興味がある方は是非【お問い合わ
せ・申込み先】にご連絡ください。

【応募方法】
上記申し込み先のメールアドレス宛に代表者及び当日参加される方の氏名、連絡先（メールアドレ
ス、電話番号）、年齢、性別、職業、趣味を記載してお送りください。
※ご連絡いただいた方を対象に後日説明会を行います。

「オンラインホームビジット」とは？

「オンラインホームビジット」は、訪日プログラムで実施を予定していた「ホームビジット」をオンライン体
験として提供するものです。
オンラインツールのＺｏｏｍを使用し、日本の家庭に短時間でのバーチャル滞在を行います。ホストファミ
リーの家庭内ツアーをはじめ、郷土料理の紹介や一緒に日本文化の体験を行うことで日本の生活習慣
を体感するとともに、おもてなしの心に触れることができます。 また、実際に訪日する際のホームステイに
対する不安を払しょくし、参加者の訪日に対しての期待や関心を高めることができます。
*パソコン、タブレットでの参加を推奨しています。適宜機材の貸出が可能ですので、お気軽にお問い合わせください。



ホームステイ受入体験談

どの学生さんも皆さん礼儀正しく、真面目でよく気が付く良い子（学生）ばかりで大変好
感が持てました。孫たち（高1、中1）にとっても外国語教育、国際理解教育として大いに
役立ったと大変喜んでおります。

（2024年 アメリカ訪日団受入（滋賀県））

初めての体験でしたが、彼女達とのコミュニケーションが出来て、とても良かったです。
日本の文化を少しでもお伝え出来たかな？と思いました。
有難うございました。感謝。

（2023年 ASEAＮ・東ティモール訪日団受入（広島県））

学生さんたちが、非常に勤勉で、こちらに興味を持って下さっていたので、寸暇を惜しんで
互いに話をしたことが印象に残っています。英語を殆ど知らない娘が、いつの間にか英語を
口にして学生さんたちと片言ながら会話をしていることには、驚かされました。。

（2023年 米国訪日団受入（岡山県））

ホームステイは普段の家庭に温かく迎えていただき日常生活を共にする中で、
日本の文化や国民性に対する理解を深めることが目的です。

特別な準備は必要ありません！

ホームビジット受け入れ経験が
なくても大丈夫？

ご安心ください！

JICEでは初めてでも安心してホームステイの
受入ができるよう、サポート体制を整えています。

• 受入1週間前には説明会を実施し、各国の特徴や注意事
項などを説明します。

• 説明会では事業の説明、ホームビジットの説明、ホー
ムビジット中の会話例などを説明します。

• 質問などございましたらいつでも【【お問い合わせ・
申込み先】にご連絡いただければ回答いたします。


